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ダイヤモンドダストストームと気温層の横転 
－豪雪温泉列島への新しいアプローチ－ 

Diamond dust storm and side toppling of air temperature layers  
-New approaches to heavy snow archipelago abound in hot springs- 
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１．Diamond Dust Storm 

小林禎作 1)は，Kumai2)の電顕によるダイヤモンドダスト粒径分布解析の仕事を高く評価し解説した（図 1）．きれい

な水蒸気が昇華凝結した氷晶は，表面に超薄いオングストローム（長さの単位で，10 の－10 乗メートル）厚の液膜を

帯びる．この付着力は異常に高く，また高温になれば厚みを増し，さらに付着力は高まる．火山国では川の開いた水

面が厳冬にもあり，絶えず川霧が発生している．強力な加湿器だ．これが容易にダイヤモンドダストを産む．微小過

冷却水滴が凍着するときの凝固潜熱に比して，少なくとも９倍の潜熱を出す故，気温や積雪表層温度も異常に上がり，

測器の昇華凝結による故障，樹氷モンスターも足下の川霧がもたらす．しかし，あまりにも微小な故，山地斜面では

少なくとも１日同じダイヤモンドダストの嵐が継続しないと，薄い氷のフィルム，表層雪崩のウィークインターフェ

ース形成などに直結しない．著者らが Diamond Dust Storm を重視する所以である． 

２．気温層の Side Toppling 

1951 年の全欧雪崩災害の後，チューリッヒ中央気象台のスイス国家的研究事業により，ダボス氷河圏谷，U 字谷の

山風・谷風の発生機構が明らかにされた．Houze Jr 3)の膨大な文献レビューによれば，内陸の山岳降水実態は図 2に示

す Side Toppling そのもので，火山性地すべり崩壊地であっても谷風･滑昇流がみられ，氷河地形にとらわれない．一方，

データロガーもドローンも無い時代に人海戦術で得た内陸の断熱膨張上昇流の風速と継続降水量が，下降流のそれら

を遙かに勝る 4)．白馬連峰では，著者らを中心にこの４年ほどスノーリゾートのパトロールなどプロフェッショナルが

集い，雪氷の勉強会とブログ活動，現地研修を重ねた．ドローンや気象レーダーなどを用いた現場データ集積もある．

しっかりした理論をベースに，実践的雪氷学を本報告に添って今後も展開したい． 
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図 1 粒径 μと凝結核数との関係；Kumai1)原図を右 90 度横転 

(nm) 

図 2 気温層の Side Toppling の概念 


